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第
99
回

有
識
者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
１
月
20
日
、
文
部
科
学
省
に
よ

る‶

Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す
る
有
識
者

会
議
（
第
２
期
第
６
回
）
″
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
期
有
識
者
会
議
は
、
文
部

科
学
省
が
昨
年
６
月
に
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ

準
備
研
究
所
提
案
書
」
と
「
Ｉ
Ｌ

Ｃ
計
画
に
関
す
る
主
な
課
題
に
つ

い
て
」
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
、
設
置
し
た
も
の
で
す
。
こ

れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｌ

Ｃ
の
諸
課
題
の
進
捗
な
ど
に
つ
い

て
、
専
門
的
見
地
か
ら
議
論
を
行

い
、
最
新
の
情
報
を
整
理
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
会
議
で
交
わ
さ
れ
て
き
た
意
見

が
ま
と
め
ら
れ
、
素
粒
子
物
理
学
、

加
速
器
科
学
分
野
で
の
日
本
の
高

い
発
信
力
や
今
後
も
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
研
究
成
果
の
創
出
が
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
一
方
で
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
を

さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
の
課
題

も
指
摘
さ
れ
、
今
後
は
そ
れ
ら
を

解
決
し
て
い
く
た
め
の
議
論
や
計

画
に
対
す
る
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
な
双
方
向
の
情
報
交
換
が
重
要

と
さ
れ
ま
し
た
。

広
瀬
小
学
校
で
出
前
授
業
を
開
催

　
同
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
取
り
な
が
ら
、
Ｉ

Ｌ
Ｃ
出
前
授
業
を
広
瀬
小
学
校
で

行
い
ま
し
た
。
出
前
授
業
で
は
、

５
・
６
年
生
の
児
童
14
人
に
対
し
、

市
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
室
職
員
が
「
Ｉ
Ｌ

Ｃ
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
授
業
を

行
い
ま
し
た
。

　
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
、
実
現
す
れ
ば
地
域

の
将
来
に
大
き
な
発
展
的
変
化
を

も
た
ら
す
も
の
で
す
。
地
域
と
し

て
ど
う
受
け
入
れ
て
い
く
か
、
そ

う
し
た
地
域
社
会
で
ど
う
活
躍
し

て
い
く
か
を
考
え
、
将
来
に
向
け

た
準
備
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
児
童
へ
伝
え
ま
し
た
。

　
Ｉ
Ｌ
Ｃ
出
前
授
業
は
、
将
来
、

社
会
の
中
心
を
担
う
児
童
・
生
徒

に
、△

科
学
に
対
す
る
関
心
を
高

め
る
こ
と
、△

将
来
の
進
路
選
択

の
視
野
拡
大
の
一
助
に
す
る
こ
と

―
な
ど
を
目
的
と
し
て
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
来
年
度
も
Ｉ
Ｌ
Ｃ
出

前
授
業
を
実
施
し
、
児
童
・
生
徒

へ
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
認
知
・
理
解
促
進

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
な
ど
を
対

象
と
し
た
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
講
座
」
に
も

対
応
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

団
体
は
ぜ
ひ
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
室
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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広瀬小学校での出前授業の様子

　
少
し
ず
つ
日
脚
が
伸
び
、
春
の

訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　
１
月
９
日
、
市
成
人
式
に
出
席

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
昨
年
度
は
ウ
ェ
ブ

配
信
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、

２
年
ぶ
り
に
新
成
人
が
一
堂
に
会

し
ま
し
た
。
今
年
は「
縁
」を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
成

人
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
家
族
や
周

囲
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
自
分
の
夢
や
目
標
の
実

現
に
向
け
て
、
今
後
の
人
生
を
歩

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
１
月
１
日
、
水
沢
42
歳
厄
年

連
「
翔

し
ょ
う
ゆ
う
じ
ん

酉
陣
」
の
総
会
に
出
席
し

ま
し
た
。
今
年
の
日
高
火
防
祭
も

残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
す
が
、

４
月
30
日
に
代
替
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
例
年
と

は
異
な
る
状
況
で
す
が
、
会
員
同

士
の
絆
を
深
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
じ
て
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
１
月
14
日
、「
お
う
し
ゅ
う
企

業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
ウ
ェ
ブ
配
信
形
式
で
参
加

し
た
全
国
の
企
業
に
、
県
南
地
域

が
自
動
車
・
半
導
体
関
連
産
業
の

集
積
地
で
あ
り
、
市
に
お
い
て
も

新
工
業
団
地
の
整
備
を
進
め
て
い

る
こ
と
や
、
企
業
誘
致
に
関
す
る

施
策
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
も
、
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
企
業
の
誘
致
や

経
営
力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
１
月
12
日
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
報
告
会
を
実
施
し
、
昨

年
末
退
任
の
髙
橋
史
江
さ
ん
、
１

月
末
退
任
の
佐
藤
幸
治
さ
ん
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
３
年
間
の
活
動
の
中

で
、
市
内
の
農
家
や
高
校
生
と
の

交
流
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
支

援
、
新
商
品
の
開
発
に
積
極
的
に

関
わ
る
な
ど
、
食
や
農
の
情
報
発

信
や
６
次
産
業
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
退
任

後
も
、
新
た
な
視
点
で
市
の
魅
力

を
掘
り
起
こ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

17（2022.2）

夢楽のパン工房Ｙａｄｏｒｉｇｉ

営業時間　🈷～金 12:00 ～ 17:30
水沢大鐘町一丁目 3-2　☎ 47-4040

　地域おこし協力隊（食の黄金文化・奥州輝かせ

隊）として活躍してきた佐藤幸治さんが３年の任

期を満了し、１月末で退任しました。

　江刺出身で高校卒業後は県外へ進学、就職して

いましたが、地域おこし協力隊就任を機にＵター

ン。県外にいる間も地元の駅伝大会のために帰省

するほど、地元江刺に愛着を持っていました。

　任期中は、市内の農業団体などと積極的に関わ

り、農産物加工の手伝いやアドバイスを行ったほ

か、昨年 12 月に退任した髙橋史江さんと共に市

の食と農のＰＲを行ってきました。

　その中でも力を入れたのは、農家民宿の推進で

した。農家民宿を経営している農家などで構成す

る「Ｆ
フ ァ ー ム

ａｒｍ Ｓ
ス テ イ

ｔａｙいわて奥州」に参加。メ

ンバーと共に農家民宿を盛り上げるための研修や

企画立案、フェイスブック開設などを行い、農家

民宿の盛り上げに奔走しました。退任後も同団体

の一員として活動し、「グリーン・ツーリズムと

は違ったターゲット・形で奥州の農村体験を伝え

たい」と決意を新たにしています。

　また、昨年７月には「夢
む ら

楽のパン工房Ｙ
ヤ ド

ａｄｏ

ｒ
リ ギ

ｉｇｉ」をオープン。材料には県・市産を使い、

製造過程では㈱及富の南部鉄器を、陳列棚には㈱

地域おこし協力隊

佐藤幸治さん任期満了で退任
「これからも市内の面白いモノ・人・企業を応援したい」

岩谷堂タンス製作所が協力した漆塗りの棚を使用

しています。店内では市内の農産加工品も販売し

ており、今後も、店舗を活用して地域食材のＰＲ

や夢を応援するシェアキッチンなど、さまざまな

角度から市民を応援する計画を立てています。

　一度、市外で生活したからこそ見えたものもあ

り、「市内には、紹介しきれないほどのたくさん

の面白いモノ・人・企業がありました」と振り返

る幸治さん。「市の外だけじゃなく、市内にも、もっ

と目を向けて欲しいですね。そのために自分がで

きることは、協力していきたいです」と力強く語っ

てくれました。

　きらめきマラソンではＳ
エスディジーズ

ＤＧｓの取り組みの一

つとして、ランナーがゼッケンを衣服につける際

に必要となる「安全ピン」のご寄付を募っていま

す。

　ご家庭や職場に眠っている安全ピン４本を１組

とし、きらめきマラソン実行委員会事務局にお寄

せください。安全への願いを込めた安全ピンとし

て会場でランナーに無料配布します。

　　　　　　　奥州市版ＳＤＧｓ 12「丸ごと余さ

　　　　　　ず使うまちづくり」の指標に基づき

　　　　　　取り組みます。大会開催時にラン

　　　　　　ナーが使用する安全ピン全てを供給

　　　　　　することが目標です。

▼安全ピンの大きさ　

　長さ 24 ～ 38 ｍｍ

▼素材

　スチール製、真ちゅう製な

　ど素材は問いません

▼寄付の方法 　

　直接、または郵送

■問い合わせ・送付先
いわて奥州きらめきマラソン実行委員会事務局

（江刺総合支所・本庁生涯学習スポーツ課内、

〒 023-1192 ※住所記載不要、☎ 34-2498）

大会公式
ホームページ▶

2022第６回スポニチいわて奥州きらめきマラソン2022第６回スポニチいわて奥州きらめきマラソン
10 キロチャレンジ10 キロチャレンジ

　　　　安全ピンの寄付にご協力を　　　　安全ピンの寄付にご協力をランナーのエントリー

は、お早めに！！


